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学研スタディエグルーブはは、創業以来「生徒のために流す汗は決して惜しまない」という理念を掲げています。日々行われる
熱い授業。私たち講師の炎熱い想いが生徒に伝わ。私たち講師の炎熱い想いが生徒に伝わり、やる気に火がついたときに成績が向上するのです。講師一同、「成績を
あげたい！」と真剣に取り組む生徒たちへの責任を常に自覚し、熱く、激しく燃え続けていくことをお約束いたします。あげたい！」と真剣に取り組む生徒たちへの責任を常に自覚し、熱く、激しく燃え続けていくことをお約束いたします。

これまで学研スタディエグルーブは、枠にとらわれない幅広い学びの場の創造これまで学研スタディエグルーブは、枠にとらわれない幅広い学びの場の創造を行ってきました。そして今、私たちは次のステージ
に進んでいます。

新型コロナウイルスの流行行は世界に大きな変化をもたらしました。同時に、デジタル時代への移行が急速に進み、新しい成長
軌道が生まれています。
新たな価値観が生まれてきたこ新たな価値観が生まれてきたこの時代に相応できる企業として、学研スタディエグルーブは、長年培ってきた教育における知見
を踏まえ、新学習指導要領要領施行などの市場変化含め新たなニーズを取り込みつつ、デジタル技術を用いた事業モデルの新化を
進めています。

また、私たちは、将来を担担う子供たちが真のグローバル人財として活躍できるようお手伝いをしたい、という思いで、英語
教育や海外事業にも重点を置いております。教育や海外事業にも重点を置いております。
たとえば幼児保育事業ではは、ビーンズインターナショナル保育幼稚園を県内 2 拠点で、また、現存するシンガポール、台
湾、ベトナムでの海外教育事業も今後は拠点を増やしつベトナムでの海外教育事業も今後は拠点を増やしつつ、海外向けのオンラインコースを設置するなど、グローバル事業
にも積極的な取組を進めております。積極的な取組を進めております。

会社は、社員一人ひとりにに支えられています。同時に、一人ではできないことをみんなで叶える場でもあります。大きな夢を
実現するため、多方面との連携をはかる当社では、夢に限界はありません。だからこそ実現するため、多方面との連携をはかる当社では、夢に限界はありません。だからこそ、「子どもたちのために頑張りた
い」「世の中を変えたい」「新しいことに挑戦したい」など、大きな夢を持った社員がたくさん集まっています。

私たち学研スタディエグルーブは、「見沼区から世界へ」を合言葉に、今後もグローバルを舞台にした持続的な挑戦を続けてい
きます。

代表取締役 亀谷 眞宏

2021年 2月 ホーチミン市・ビンタン区に、市内2校舎目となるブランチ校を開校

2021年12月 オンライン個別指導パレットのサービス開始
日本国内・シンガホールの現地邦人を対象にオンライン個別指導を展開

2023年 3月 進学塾サインワン川口上青木校を開校
川口市内に6校舎目の出店

2023年 4月 ビーンズインターナショナル吉川美南校を開校
県内3校舎目の出店

2024年 2月 早稲田アカデミーロサンゼルス校を開校

2023年 3月 進学塾サインワン浦和美園校を開校
さいたま市内に6校舎目の出店

2024年 4月 飛翔文教股份有限公司の法人名を学研文教股份有限公司に改称
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東北事業部

グローバル事業部
海外事業部

首都圏事業部

英語教育事業部

シンガポール・ベトナム・台湾

マレーシア・アメリカ
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詳しくは
こちら
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もう一つの言葉を話す
ということは
もう一つの文化を
理解することでもあります。

世界では「お互いを理解し合うことができな
い」ということが、多くの問題の元になっていま
す。これからの日本の子供たちは、外国語を学
ぶことを通して異文化を理解し、グローバルな
視野を広げなければなりません。英語の知識
を学ぶだけではなく、外国の人々の文化的背
景や考え方に触れ、理解を深め、理解し合うこ
との素晴らしさを体験し『地球人』として成長
していって欲しいのです。その第一歩をビーン
ズで踏み出して欲しいと、その一端を『ビーン
ズ』の子供たちと共有できたらと、我 ス々タッフ
は切に願います。

Our Philosophy
ビーンズの思い・・・・・

Thank you for your interest in BEANS 
INTERNATIONAL PRESCHOOL. Our staff 
and teachers are ready to welcome you. You as 
a parent know just how unique an individual, a 
child can be. You are also aware of how 
globalized the world has become and of the 
benefits derived from a multilingual education. 
We here at BEANS INTERNATIONAL 
PRESCHOOL feel the same. Because of this, 
we would like to provide children with an 
enriching multicultural environment in which 
they will be given the opportunity to develop 
and mature. Our curriculum and the use of the 
immersion method have been carefully 
constructed to fit the needs of your child in 
both a safe and positive environment. Our 
caring and committed teachers and staff look 
forward to hearing from you. So feel free to 
contact or visit us here at our school in 
Saitama. 

ごあいさつ
ビーンズインターナショナルプリスクールにご興味を
お持ちいただき誠にありがとうございます。今、私たち
は、真の国際社会に住んでいます。未来に生きる子
供達において、国際共通語としての英語教育は、これ
から一層重要になる事は疑う余地がありません。子
供達が、豊かな多文化環境の中で成長し、国際人
として幅広い視野を持った大人になる第一歩を、私
たちビーンズインターナショナルプリスクールで踏み
出して頂きたいと切に思います。イマージョンメソッ
ドを使った教育方法に基づくカリキュラムは、お子様
が安全に、また楽しく、さまざまな事に興味を引き出
してゆけるように丁寧に組み上げられています。や
さしく、そして熱意ある講師陣がお子様の笑顔を心
よりお待ちしております。ご質問などございましたら、
ご気軽にお声をかけてください。

To learn another language
is to understand another culture.
Many of the world's problems today stem from a lack of 
intercultural communication. By learning English not only do 
children gain the use of a new language, they also acquire 
multicultural awareness, which allows them to take their place in 
the global village. Here at BEANS, we provide your child with the 
tools to make a difference in the world of tomorrow. It is our 
deepest wish to give as many children as possible this learning 
opportunity.

English is the Global Language.
That can open a new door to the world for you.

We all smile in the same language.
Why don,t you smile with us?
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英語で子育て・・・・・・・・『バイリ『バイリ『 ンガルガルガ 教育』育』育
英語を学ぶ前に『英語で過ごす生活』が大切です。 自然に楽しく英語と出会いましょう。

英語を英語として
理解させる Immersion Method。
脳の聴覚マップは、満1、2歳で形成されます。この時
期までに聞けなかった音は、聞き取るのが難しくなり
ます。母国語だけの環境で育つうちに、母国語にあ
る音と、ない音の区別をつけ、文字を読み始める頃か
ら母国語で使われていない音を聞く能力は、徐々に
失われていきます。3歳までのできるだけ早い時期に
正しい発音の英語を聞かせること、正しい英語環境
の中で生活することが大切です。

The early years are important
It's been established that a child's brain is at its 
greatest linguistic potential at a young age. The early 
years of childhood are when the most vital learning 
pathways are formed. Thus language skills are more 
easily acquired during this period. Though a child 
may acquire some English skill at a later date, it is far 
more difficult for them to gain the proper 
pronunciation and inflection, than it would have been, 
had they begun at an earlier age.

［イマージョン・メソッド］

教育理念-A
小さいうちから始めると
なぜ、いいのか。
右脳が柔軟な時期に始めると、未知のものに抵抗
がなく新しいことを受け入れ、多量の情報に対応でき
覚えることができるのです。
耳や心も柔軟性があるので、外国人講師の発音
を正確にキャッチし、発音することができ、また間違う
ことも恐れないのです。
英語を理屈抜きに全体的な画像としてとらえる
ことが大切です。文法の知識が先に入ってしまうと、
話すまでに日本語であれこれ考えてしまい、日本語を
英語に直すという無駄な思考回路ができてしまいま
す。だからこそ、小さな幼児のこの時期が英会話の『
適齢期』になります。

Early learning has
numerous benefits
The benefits of early learning are numerous. One of 
the foremost being that the child learns without any 
obstructions, or preconceptions. In young children the 
right side of the brain is at its most receptive. They are 
willing to try and are not afraid to make mistakes. 
Most importantly, they are not burdened by the need to 
"traslate" their inner dialogue. In essence they can 
learn to think in English as well as their mother 
tongue. This is the epitome of fluency. Thus the early 
years of a child's life present an uncommon learning 
"window of  oppotunity" which must be put to proper 
use.

教育理念-B
最初の出会いが
大切です。
最初の英語との出会いや接触が自然で楽しいもの
だった子供は、英語に耳を閉じてしまわないので、英
語と長く上手につきあっていくことができます。英語に
対し、常に耳と心を開いている人になります。幼児期
に、豊かに耕された畑は、英語という言葉をすんなり
と受け入れ、どんどん吸収していくことでしょう。

Proper introduction
to English is vital
As with any learning experience, the manner in 
which English is introduced plays a crucial role in 
the child's future learning disposition. At BEANS, 
we introduce them to English in a comfortable and 
homey environment. A child's mind is like a garden, 
which must be lovingly tended. Our method of 
teaching allows the student to learn in a pressure 
free, "natural" manner, which yields the most fruitful 
results.

教育理念-C
言葉はコミュニケーションによって
培うものです。
ネイティブによるスキンシップと
語りかけが必要です。
正しい発音を身につけるだけなら、CDやビデオでも
十分です。しかしながらそこにはコミュニケーションは
存在しません。聞かせるだけでは、子供の言語能力
の発達を促すことはできません。ネイティブとのコミュ
ニケーションを通じて、肌のぬくもりを感じながら、英語
のシャワーを浴びることによって自然に身についていく
ものです。
日本語を覚えるのと同じように英語も覚えましょう。英
語を学ぶのではなく、英語で遊び、英語で学びましょ
う。

In order to fully grasp English 
students must interact with 
native speakers
A student may acquire some pronunciation skill from 
simply listening to CDs or watching videos. 
However, this alone is not enough. English, like any 
language, is about communication. For a child to 
effective communicate in English, they must spend 
time immersed in an "all English" environment. Only 
then will they truly and "naturally" understand the 
language. At BEANS, children don't just study 
English; they converse in English, listen to English 
stories, and sing English songs. All of this in a warm 
and caring environment.

教育理念-D

英語で子育て・・・・・・・・『バイリンガル教育』
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首都圏で創立50年を誇る名門塾「市進学院」の埼玉県校舎と地元「埼玉県」

密着40年の歴史を持つ「進学塾サイシン」が埼玉県の地にこだわり、定期

テストの成績向上と埼玉県公立難関校合格に徹底するため結集し、サイン

ワンをスタートしました。

子どもたちと向き合い、共に挑戦し、夢の実現を目指すサインワン
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MALAYSIAMALAYSIA

USAUSA

1年単位の変形労働時間制

13:30～22:00

2023年度

マレーシア校
クアランプール校

インター校／シンガポール校

7区校／ビンタン区校

アメリカ校
ロサンゼルス校

海外にいる日本人の子どもたちの未来を支える

学研スタディエは早稲田アカデミーと業務提携し、シンガポール、ベトナム、台北、マレーシア、アメリカに

て日本人の小学1年生～高校３年生までを対象とした塾を展開しています。
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